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3
月
予
算
議
会
は
、
2
月
26
日
か
ら
3
月
24
日
ま
で
開
会
さ
れ
ま
し
た
。

一
般
質
問
に
は
23
人
が
登
壇
し
質
問
を
行
な
い
ま
し
た
。
質
問
の
多
く
は
米
軍

再
編
問
題
、
愛
宕
山
問
題
、
民
間
空
港
問
題
、
福
祉
問
題
等
に
集
中
し
ま
し

た
。

 

私
は
、
介
護
保
険
の
改
悪
問
題
、
農
業
問
題
に
関
連
し
て
サ
ル
、
イ
ノ
シ
シ

問
題
の
質
問
を
行
な
い
ま
し
た
。
要
旨
は
左
記
の
通
り
で
す
。

　
介
護
保
険
制
度
に

　
　
　
　
　
　
　
　
つ
い
て

　
　要

介
護
認
定
に
つ
い
て

介
護
保
険
制
度
は
、
制
度
開
始
か

ら
10
年
を
迎
え
、
今
年
4
月
に
介
護

保
険
を
利
用
す
る
た
め
に
必
要
な
要

介
護
度
の
調
査
と
認
定
の
仕
組
み
が

変
わ
る
。

今
回
の
見
直
し
は
、
調
査
項
目
を

14
項
目
減
ら
し
、
調
査
員
が
記
入
す

る
「
特
記
事
項
」
の
欄
も
減
ら
し
「
実

態
が
反
映
し
な
い
で
、
更
に
軽
度
に

判
定
」
さ
れ
る
の
で
は
な
い
か
質
問

し
ま
し
た
。

答
弁
は
「
現
行
の
認
定
制
度
は
調

査
項
目
が
多
く
、
調
査
が
煩
雑
に

な
っ
て
い
る
。
一
次
判
定
の
制
度
は

変
わ
ら
な
い
」
と
し
ま
し
た
。

私
は
、
全
国
の
介
護
施
設
や
専
門

家
が
指
摘
し
て
い
る
事
例
、
例
え

ば
、
重
度
の
寝
た
き
り
の
為
「
移
動
」

や
「
移
乗
」
が
さ
れ
な
い
人
の
場
合
、

「
全
介
助
」
で
は
な
く
「
自
立
」
と
判

断
す
る
こ
と
、
又
、
洗
髪
の
項
目
で

は
頭
髪
が
な
け
れ
ば
「
自
立
」
に
判

定
さ
れ
る
こ
と
な
ど
を
示
し
厚
生
省

が
昨
年
3
万
件
の
モ
デ
ル
事
業
で
も

現
行
の
約
30
％
か
ら
新
方
式
の
18
％

へ
と
大
幅
に
低
下
し
て
い
る
こ
と
を

示
し
反
論
し
ま
し
た
。

　
介
護
報
酬
の

　
　
　
　
引
き
上
げ
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
つ
い
て

介
護
現
場
で
は
劣
悪
な
労
働
条
件

ゆ
え
に
人
材
不
足
が
深
刻
で
、
そ
の

改
善
を
目
的
に
介
護
報
酬
を
3
％
引

き
上
げ
ら
れ
ま
す
。

政
府
が
「
1
人
2
万
円
の
値
上

げ
」
と
宣
伝
し
て
い
る
が
、
岩
国
市

で
は
3
％
で
「
2
万
円
」
の
実
現
は
可

能
か
と
質
問
し
ま
し
た
。

当
局
は
、
介
護
従
事
者
の
処
遇
改

善
や
認
知
症
ケ
ア
の
充
実
を
図
る
目

的
で
、
介
護
報
酬
を
3
％
は
在
宅
分

が
1.7
％
、
施
設
分
1.3
％
で
介
護
従
事

者
の
処
遇
改
善
が
行
な
わ
れ
た
か
の

確
認
は
岩
国
市
と
し
て
把
握
す
る
の

は
困
難
と
答
弁
を
し
ま
し
た
。

保
険
料

・
利
用
料
の

　
　
　
　
　
減
免
に
つ
い
て

少
な
い
年
金
で
暮
ら
し
て
い
る
高

齢
者
に
介
護
が
必
要
に
な
る
と
利
用

料
が
重
く
の
し
か
か
り
、
介
護
の
為

に
身
を
削
る
よ
う
な
生
活
を
し
た
り
、

介
護
保
険
を
使
う
お
金
が
な
く
老
老

介
護
で
耐
え
て
い
た
り
、
保
険
料
が

払
え
ず
介
護
が
う
け
ら
れ
な
い
高
齢

者
の
実
態
を
紹
介
し
利
用
料
の
減
免

を
求
め
ま
し
た
。

答
弁
は
、
利
用
料
の
減
免
は
な
い

が
、
災
害
等
に
よ
り
著
し
い
損
害
を

受
け
た
場
合
減
免
を
実
施
、
自
己
負

担
が
高
額
に
な
ら
な
い
為
の
「
高
額

介
護
サ
ー
ビ
ス
費
」
の
支
給
や
食
費
・

居
住
費
が
所
得
等
に
応
じ
て
自
己
負
担

が
減
額
さ
れ
る
「
特
定
入
所
者
介
護

サ
ー
ビ
ス
費
」
の
制
度
で
負
担
軽
減
を

図
っ
て
い
る
。

　
私
は
、
こ
の
よ
う
な
不
備
な
制
度
は

「
4
月
か
ら
の
新
方
式
実
施
の
凍
結
、

認
定
制
度
全
体
の
総
合
的
な
検
証
と
改

善
」
を
求
め
ま
し
た
。

   交通局の分営化

            市民の足を確保
 モータリゼーションの進展などにより、岩国市交通

局のバスの利用者は昭和40年をピークに減少。その
後職員の給与引下げを柱に様々な対策を実施するも

バス離れの傾向に歯止めが掛からず、慢性的な赤字

体質になっています。

 今回の交通局の分営化派、岩国市交通局が100％出
資（9000万円）の子会社を作り非正規職員を雇用。
くるりんバス、高速バス、一部路線バス等運行させ、

経営の安定と臨時職員の雇用を確保し、正社員化す

ることで身分の安定化を図る内容になっています。

 分営化後の当面の計画としては、交通局が長年培っ

てきた、バス事業の知識や経験を活かし、市内の乗り

合い路線（一部の路線は新会社へ委託する）を運行し

ます。

 日本共産党市議団は交通手段を持たない高齢者・交

通弱者の足、市民の足を守る立場で論戦しました。

　
　
議
会
こ
ぼ
れ
話
し

　　
三
月
議
会
で
4
年
に
一
回
程

度
し
か
質
問
に
立
た
な
い
Ｎ
議

員
が
岩
国
市
に
お
け
る
日
本
人

の
犯
罪
率
と
米
軍
の
犯
罪
率
を

比
べ
て
ど
う
か
と
質
問
を
行
な

い
ま
し
た
。

　
米
国
人
を
犯
罪
者
集
団
の
よ

う
に
言
う
も
の
が
い
る
が
い
か

が
な
も
の
か
と
思
う
と
意
見
を

述
べ
ま
し
た
。

　
米
軍
の
事
件
・
犯
罪
が
2
倍

に
増
え
て
も
た
い
し
た
事
は
な

い
と
い
い
た
か
っ
た
の
で
し
ょ

う
か
。



　

　
岩
国
へ
の
米
軍
住
宅
建
設
問
題

　

　　　二鹿野外活動センター　

　長年、二鹿住民と山田議員が岩国市を通じて山口県に

トイレの改善を求めていました。　昨年5 月「やまぐち森
林づくり推進協議会」で審議、実施することが決定され、

今年3 月末に完成致しました。

　　　要求・要望実現

　

サ
ル
・
イ
ノ
シ
シ

　
　
　
対
策
を
求
め
る

　
近
年
、
サ
ル
、
イ
ノ
シ
シ
の
生
息
分

布
の
拡
大
、
生
息
数
の
増
加
に
伴
い
農

家
へ
の
被
害
が
広
域
化
し
、
こ
れ
ま
で

も
農
家
は
防
護
柵
の
設
置
や
サ
ル
、
イ

ノ
シ
シ
の
捕
獲
等
被
害
防
止
対
策
を
行

な
っ
て
き
ま
し
た
が
経
費
的
に
も
又
、

過
疎
、
高
齢
化
な
ど
で
根
本
的
な
対
策

が
困
難
に
な
っ
て
き
て
お
り
、
旧
町
村

で
は
イ
ノ
シ
シ
は
し
か
り
、
特
に
サ
ル

被
害
に
つ
い
て
、「
サ
ル
知
恵
」
に
対
処

す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

　
農
家
で
は
こ
れ
ら
の
被
害
で
生
産
意

欲
を
失
う
事
態
に
な
っ
て
い
る
こ
と
を

紹
介
し
、
対
策
を
求
め
ま
し
た
。

　
当
局
は
、
イ
ノ
シ
シ
対
策
と
し
て
、

獣
害
防
護
設
置
を
県
営
中
山
間
地
域
総

合
整
備
事
業
（
山
代
の
郷
、
旧
玖
北
４

町
村
）
に
18
か
ら
19
年
度
で
9
地
区
、

25
Ｋｍ

実
施
、
20
年
度
1
地
区
4
Ｋｍ

設
置

計
画
。
更
に
県
営
中
山
間
地
域
総
合
整

備
事
業
（
南
河
内
地
区
ほ
場
整
備
）
に

約
9
Ｋｍ

設
置
計
画
。
又
、
村
づ
く
り
交

付
金
事
業
（
周
東
中
田
地
区
）
に
19
年

度
1
地
区
0.6
Ｋｍ

を
実
施
。
20
年
か
ら
23

年
度
に
15
Ｋｍ

設
置
計
画
。
耕
作
放
棄
地

対
策
事
業
で
20
年
度
で
獣
害
防
護
柵
用

資
材
費
（
全
額
国
費
）
5
Ｋｍ

（
受
益
面

積
13
ヘ
ク
タ
ー
ル
）
を
要
望
21
年
度
設

置
。
岩
国
市
単
独
の
獣
害
防
止
対
策

補
助
金
制
度
で
50
％
（
上
限
5
万

円
）
、
19
年
度
133
件
、
435
万
円
補
助
。

耕
作
放
棄
地
対
策
で
中
山
間
地
域
等

直
接
支
払
い
交
付
金
事
業
（
第
2
期

Ｈ
17
〜
Ｈ
21
）
85
協
定
843
ヘ
ク
タ
ー

ル
。
農
地
・
水
・
環
境
保
全
向
上
対

策
（
Ｈ
19
〜
Ｈ
23
）
13
組
織
457
ヘ
ク

タ
ー
ル
に
取
り
組
ん
で
い
る
と
答
弁

し
ま
し
た
。

　
再
質
問
で
私
は
答
弁
に
対
し
て
一

定
の
評
価
を
す
る
。
し
か
し
、
旧
岩

国
市
内
の
通
津
、
灘
地
区
並
び
に
由

宇
地
区
で
対
策
が
不
充
分
で
あ
る
こ

と
を
指
摘
し
、
対
策
を
求
め
ま
し

た
。

　
　

サ
ル
対
策

　
　
　
地
域
の
協
力
が
必
要

　
当
局
は
、
獣
害
防
止
柵
で
は
対
応

が
出
来
ず
、
過
去
に
発
信
機
の
装
着

実
験
に
よ
る
動
向
調
査
も
効
果
が
な

く
、
今
後
、
鳥
獣
害
防
止
総
合
対
策

補
助
事
業
で
「
モ
ン
キ
ー
ド
ッ
グ
の

導
入
、
サ
ル
等
進
入
防
止
柵
、
忍
び

返
し
柵
」
の
導
入
実
証
の
検
討
を
考

え
て
い
る
と
答
弁
し
ま
し
た
。

　
私
は
、
サ
ル
対
策
と
し
て
全
国
的

に
成
果
を
挙
げ
て
い
る
モ
ン
キ
ー

ド
ッ
グ
の
導
入
に
よ
る
成
果
を
紹
介

し
、
岩
国
市
と
し
て
、
蓮
華
山
を
中

心
に
周
東
・
玖
珂
、
南
河
内
・
北
河

内
を
モ
デ
ル
地
域
に
指
定
し
て
導
入

を
求
め
ま
し
た
。

　
当
局
は
、
地
域
の
協
力
が
あ
れ
ば

検
討
し
た
い
と
答
弁
い
た
し
ま
し

た
。

　

　
調
査
内
容
を
明
ら
か
に
す
る
よ
う
求
め
る

　
日
本
共
産
党
の
仁
比
聡
平
参
議
院

議
員
、
吉
田
貞
好
衆
院
中
国
比
例
候

補
、
久
米
慶
典
県
議
、
岩
国
市
議
団

4
名
は
14
日
、
中
国
四
国
防
衛
施
設

局
に
空
母
艦
載
機
移
転
に
伴
う
米
軍

住
宅
建
設
問
題
に
つ
い
て
、
調
査
内

容
を
明
ら
か
に
す
る
よ
う
求
め
ま
し

た
。

　
愛
宕
山
の
買
取
に
つ
い
て
「
米
軍

住
宅
が
来
る
な
ら
国
に
売
却
し
な

い
」
と
い
う
二
井
知
事
や
福
田
市
長

の
説
明
に
つ
い
て
「
そ
の
よ
う
な
要

請
は
受
け
て
い
な
い
」
と
否
定
し
ま

し
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
土
地
の
用
途
に
つ
い
て
は
「
国
が

米
軍
へ
の
『
提
供
区
域
』
と
し
て
買
い

取
れ
ば
用
途
は
米
軍
が
決
め
る
。
住

宅
を
建
て
る
な
ら
『
思
い
や
り
』
予
算

で
立
て
る
」
と
説
明
し
ま
し
た
。

　村山談話の見直しを求める意見書を否決

　提案理由は談話の中「侵略」や「国策を誤り」などの語句がある。これが歴

代内閣が継承する内容か疑念がある。村山談話が公教育、歴史教育に影響する

ということです。

　日本共産党市議団4名全員が反対討論を行ない、侵略戦争はなかったという
主張を具体的事例を挙げて論破しました。意見書は賛成 11、退場 2、反対 20
で否決されました。


